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先進工学部 ロボティクス学科
カリキュラム・マップ 

電電気気・・情情報報のの理理解解にに基基づづくく制制御御ししややすすいいロロボボッットトのの機機械械系系のの設設計計・・開開
発発力力
機械工学の基礎の上に、ロボットの機械系の設計・開発に直接関係

する知識としての材料・加工技術・機構と、機械系開発に必要な、機
械設計法・機械製図を理解し、CAD/CAM/CAEを駆使したロボットの
機械系の設計法を修得する。そして、電気・情報・制御の知識と合わ
せて、制御しやすいロボットの機械系の設計・開発ができるようになる。

機機械械にに合合わわせせたた制制御御ししややすすいいロロボボッットトのの電電気気シシスステテムムのの設設計計・・開開発発
力力
電気・電子工学の基礎の上に、ロボットの電装系として必要な電気

回路、電磁気学、センサ・アクチュエータ、コンピュータハードゥエアを
理解し、ロボットの電気・電子回路の製作を通して、実践的な電気・電
子技術を身に付ける。そして、機械・情報・制御の知識と合わせて、
制御しやすいロボットの電気システムの設計・開発ができるようになる。

機機械械系系・・電電気気系系にに対対応応ししたたロロボボッットト制制御御やや人人工工知知能能にに必必要要なな
情情報報処処理理系系のの設設計計・・開開発発力力
プログラミング構造や言語の理解の上に、ロボットに必要なセンサ情

報の処理や、アクチュエータの制御プログラム作成法を理解し、ロボッ
トの制御演習のプログラム作成を通して、実践的に情報処理技術を身
に付ける。そして、機械・電気・制御の知識と合わせて、ロボット制御や
人工知能に必要な情報処理系の設計・開発ができるようになる。

機機械械系系・・電電気気系系のの理理解解とと情情報報処処理理技技術術にに基基づづくくロロボボッットト制制御御系系のの設設
計計・・開開発発力力
古典制御から現代制御までの制御の基礎の理解の上に、センサを用

いた計測法やロボットシステムの解析、シミュレーション方法を理解し、
ロボットの制御演習を通して、実践的に制御技術を身に付ける。そして、
機械・電気・情報の知識と合わせて、ロボットの制御系の設計・開発が
できるようになる。

機械の専門的な知識と、ものづくりの基礎となる設計・製図・工作技術に、
電気・情報・制御技術を融合し，実際のロボットを製作する。また、プログラミ
ング構造・言語を理解した上で、機械・電気・制御の知識を融合し，実際にロ
ボットを制御するプログラム演習と、システム解析プログラムを演習して、ロ
ボット開発に必要な実践的な技術を身に付ける。3年次から研究室配属を行
い、関連学会での研究発表を視野に入れた時代の最先端をゆく質の高い
PBL教育「プロジェクト研究」「卒業研究ゼミナール」により専門性の高い知
識・技術を実践的に修得する。4 年次には他研究室と交流しながら複合技術
であるロボット研究・開発を行う「卒業研究」により、研究能力だけでなく、コ
ミュニケーション能力やマネジメント能力などのクロスリンク型技術者に必要な
素養を育成する 。

ロボットコンテストに向けてロボット研究開発を行う２つのプログラムと体
の不自由な人のQOLを向上させるための装置開発および小学生向け
工作教室の企画運営を行うプログラムがあり，これらのプログラムに参加
することにより，ロボット開発能力だけでなく、コミュニケーション能力やマ
ネジメント能力などのクロスリンク型技術者に必要な素養を育成する 。 ロボットボランティアⅠ ロボットボランティアⅡ ロボットボランティアⅢ ロボットボランティアⅣ ロボットボランティアⅤ ロボットボランティアⅥ
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専門教育科目
情情報報リリテテララシシーー
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線形代数Ⅰ・代数学Ⅰ
・幾何学Ⅰ・解析学Ⅰ

線形代数Ⅱ・代数学Ⅱ
・幾何学Ⅱ ・解析学Ⅱ

応用数学Ⅰ 応用数学Ⅱ

機械学習とロボット工学

ロロボボッットト工工学学概概論論
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先進工学部ロボティクス学科情報メディア工学科データサイエンス学科




